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1．背景と研究目的 

光化学反応は、身近な化学反応であり、物質が光との相互作用を介して化学反応を起こす現象である。

様々な光化学反応が知られており、研究開発が進んでいる。しかし、高エネルギー領域で液相中の反応

はあまり研究例がない。最近、申請者らは、放射光を用いた液相反応実験に取り組み、液相中から様々

な粒子生成が可能であることを報告した。1-5この反応系を用いれば、新しい 3 次元造形技術になること

が期待できる。本申請では、放射光励起化学反応に関する基礎的な知見を明らかにする研究開発を行う。

特に、今回は溶液に添加する添加剤の効能や特性について調べる。 

 

2．実験内容 

酢酸銅水溶液 Cu(COOCH3)2 水溶液を準備し、第一級アルコールやアセトン等を添加した水溶液を準

備する。ここでは、第一級アルコールの主鎖長をメタノールからデカノールまで変えたときの粒子生成

に関する実験を行った。準備した水溶液にあいちシンクロトロン BL8S2 で、単色化していない放射光を

5 分間照射した後、水溶液中に浸漬した基板を取り出し、純水洗浄後、SEM 及び顕微ラマン分光測定を

行って、生成した粒子サイズや組成分析を系統的に行った。 

 

3．結果および考察 

Fig. 1(a)に典型的な例として、1-propanol を添加したときの粒子観察像を

示す。この粒子は、CuO を主成分として、Cu2O 等の他の組成も一部混在

している粒子であることが顕微ラマン分光測定及び SEM+EDX 測定で分

かった。3,4この粒子のブレードサイズ分布を画像解析から評価すると、Fig. 

1(a)のようなサイズ分布が得られた。同様の評価を行い、生成した粒子の

平均粒子サイズに対するアルコール主鎖長依存性を示したのが、Fig. 1(b)

である。添加剤なし、アセトン、酢酸添加では、粒子生成は起きなかった。

また、直鎖アルコールの主鎖長が 4 を超えると粒子生成が起きないことが

分かった。5つまり、1-propanol 以下のアルコール添加でのみ粒子生成が起

きることが分かった。5 以上の内容は、放射光によって発生する活性ラジ

カルのうち、金属イオンを酸化するラジカルをアルコールによって除去し

ていることとアルコールの水への溶解度が関与していることを示唆して

いることが分かった。これらの研究成果から、液相中からの 3 次元造形技

術への展開が、研究を継続して進めることが期待できる。 
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Fig. 1(a) 1-Propanol 添加で得

られる粒子サイズ分布．(b)平

均粒子サイズのアルコール直

鎖長依存性． 


